
対 策 の 内 容  休日と夜 間の変圧器 遮 断による無負荷 損の低減  

○A  運用対策 B 設備導入等対策 
区 分 番 号  1501、3701 
小 分 類  受変電 設備 、変圧 器  

現 状  
 製造棟（6.6 kV 受 電）では、動力系と電灯 系合わせて 4 台の変圧 器を運 転し

ている。No.1 及び No.2 の動力系変 圧器の二次 側の製造設 備は、夜間と休日には

全面停 止するが、4 台の変圧器は常時 稼動 している。 

対 策 内 容  

  変 圧 器 の損 失 には、無 負 荷 損 （鉄 損 ）と負 荷 損 （銅 損 ）があり、無 負 荷 損 は二

次 側 の負 荷 の有 無 に関係 なく、常 に発 生 する一 定 の損 失 である。休 日 及 び夜 間

に設備が稼動せず、未 使用状 態となる No.1 と No.2 の変圧器を遮 断することに

より、無負荷 損を削減する。 

計 算 の 前 提

条 件  

①変圧器の運転 状況：下表のとおり  

②年間休 日数：123 日  
③運転時 間：15 h/日  
④電力料 金：17.2 円 /kWh 
⑤排出係 数：0.475 t-CO2/千 kWh 

変圧器  定格容 量  平均負 荷  無負荷 損  定格時 負荷損  
No.1 動力  300 kVA 135 kVA 920 W 4,200 W 
No.2 動力  300 kVA 114 kVA 920 W 4,200 W 
No.3 動力  300 kVA 60 kVA 920 W 4,200 W 
No.4 電灯  200 kVA 110 kVA 650 W 3,800 W 

地 球 温 暖 化

対 策 効 果  

〔削減エネルギー量〕  
休日の無負 荷損の削減 量は、  
 920 W×2×24 h/日×123 日 /年＝5.43 千 kWh/年  
夜間の無負 荷損の削減 量は、  
 920 W×2×（24 h/日－15 h/日）×（365日 /年－123日 /年）＝4.01千kWh/年  
無負荷 損の全削減 量は、  
 5.43 千 kWh/年＋4.01 千 kWh/年＝9.44 千 kWh/年  

〔削減金 額〕  
 9.44 千 kWh/年×17.2 円 /kWh＝162 千円 /年  

〔削減 CO2 量〕  
 9.44 千 kWh/年×0.475 t-CO2/千 kWh＝4.5 t-CO2/年  

備 考  

〔注意点 〕  
 この対 策 は、夜 間 及 び休 日 に未 使 用

となる変 圧 器 のみに適 用 することができる

〔変圧器の効率について〕 
 変 圧器 は定格 容量 の 100％近い負 荷

運 転 す る こと は 効 率 的 に 悪 い 傾 向 に あ

り、概 ね 40～60％程 度 の負 荷 率 で運 転

すると損失が少なくなる。  
 なお、トップランナー第 二 次 判 断 基 準

に 適 合 さ れ た 変 圧 器 の 場 合 は 、 概 ね

35％～40％の負荷率で運転すると損失が少 な  
くなる。                           図  変 圧 器 の効 率 特 性 の例  

（出 典 ：業 務 用 ビルにおける省 エネ推 進 の手 引 き （財 ）省 エネルギーセンター発 行 ）   


